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   板書 ④○⑥○⑨○ 
「残りの 3 個に 1、3、7 を私が書きます」 
板書 ④①⑥③⑨⑦ 
「次に、④と①を足した 5 を下の○に書きます。






      ⑤⑦⑨②⑥ 
      ○○○○ 
       ○○○ 
       ○○ 









































      ①②③④⑤⑥ 
       ③⑤⑦⑨① 
       ⑧②⑥⓪ 
        ⓪⑧⑥ 
        ⑧④  













○○○○○○   ○○○○○○ 
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      ○○              ○○ 
○         ○ 






プリント No.2 を配布する。         
 
   プリント No.2  
	  ⓐ										ⓑ													ⓒ														ⓓ													ⓔ										ⓕ        














（S）「10c と 10d は、下一ケタが 0 になる」 




（T）「b と e は、どうかな？」 
（S）「5 倍するから b、e は偶数なら、下一桁は、0
になる」 
（T）「そうですね」 
「b と e が奇数の時は、どうかな？」 
（S）「下一桁が、5 になるから、だめじゃない？」 
（S）「奇数＋奇数は、偶数になる」 













（S）「例えば、3×5＝15 だから、5 になる」 
（S）「なるほど、だから、①②③④⑤⑥のとき、7


































































































・完全に一杯くわされました。b と e にあたるとこ
ろを絶妙に偶数にして、生徒にやらせて、そこで
奇数の時は、5 を足さなくてはいけない、これを
導く過程がさすがだと思った。 
・一度気づいたことに中々深くまで分からなかった
が、理解出来た瞬間がとても気持ち良かった。 
・どうして最後の数字が予想できるのか、分からな
かったが、証明を聞いて納得できた。数学って凄
いなと感じた。 
・どういうトリックなのかが分かったときに、凄く
嬉しかった。 
・やること自体は、簡単だったが、一般化にするこ
とが思いつかなかった。 
・文字を使って式の構成を解いていく方法は出来る
はずなのに、気付くことが出来なかった。 
・文字を使うことにより分かりやすく解けることが
気持ちよかった。 
・結果が全部違うから、計算しなきゃ、答えが出な
いと思っていたけど、法則があるのを知ってびっ
くりした。 
